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	施設名
	菜の花小規模多機能ホーム

	施設種類
	小規模多機能

	開催日時
	令和2年9月　28日　14時　00　分　～　15　時　00分

	会場
	菜の花小規模多機能ホーム会議室

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	0人

	
	有識者
	0人

	
	高齢者お世話センター
	0人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	3人



	報告事項
	新型コロナウイルス感染拡大の観点から9月予定していました
第2回運営推進会議は議事にて委員の皆様に報告意見照会を行いその結果を議事録にまとめ文書で御報告いたしました。

「利用状況報告」
利用状況8月末現在登録者数男性6名　女性12名
要支援2・1名　要介護1・1名　要介護2・4名　要介護3・1名　
要介護4・9名　要介護5・1名合計19名

「現状報告」
7月、8月の現状報告です
7月8日男性1名の方が新規泊り利用されております
7月１７日泊り利用男性1名の方が検査入院で阿南医療センターに入院されましたが7月22日無事に退院され再び泊り利用されています
7月１９日泊り利用されておりました男性1名の方が自宅に戻られ登録終了されています。
8月2日透析送迎利用男性の方が自宅にて転倒し大腿骨骨折し入院となり登録終了されています

「行事報告」
7月、8月、の行事報告をいたしました
７月4日　　避難訓練実施、
７月8月園芸療法（野菜の収穫）を毎日行いました

意見交換（今後の問題について）
「議題」引き続き新型コロナウイルス感染症について
菜の花小規模多機能ホームにでは感染症予防対策として施設で作成している感染症の予防等の指示や感染マニュアルに基づく取り組みを徹底する。
役員の方の自宅を訪問し玄関先でケアマネジャーが変ったこと伝え施設の現状報告を伝えております、質問、問題点についてお聞きしたが気を付けて下さい、頑張ってくださいと励ましのお声掛けくださいました。
施設は感染対策継続しています
【一人ひとりができる新型コロナウイルス感染症対策は？】
■新型コロナウイルスに感染しないようにするために
　感染経路の中心は飛沫感染及び接触感染です。人と人との距離をとること（Social distancing; 社会的距離）、外出時はマスクを着用する、家の中でも咳エチケットを心がける、さらに家やオフィスの換気を十分にする、十分な睡眠などで自己の健康管理をしっかりする等で、自己のみならず、他人への感染を回避するとともに、他人に感染させないように徹底することが必要です。
　また、閉鎖空間において近距離で多くの人と会話する等の一定の環境下であれば、咳やくしゃみ等の症状がなくても感染を拡大させるリスクがあるとされています。無症状の者からの感染の可能性も指摘されており、油断は禁物です。
　これらの状況を踏まえ、「３つの密（密閉・密集・密接）」の回避、マスクの着用、石けんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる消毒や咳エチケットの励行などをお願いします。

　


	
	



